受難節第2主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年3月1日
「権威ある言葉」
ネヘミヤ記8章9～12節
8:9 総督ネヘミヤと、祭司であり書記官であるエズラは、律法の説明に当たったレビ人と共に、民全員に言った。「今日は、あなたたちの神、主にささげられた聖なる日だ。嘆いたり、泣いたりしてはならない。」民は皆、律法の言葉を聞いて泣いていた。
 8:10 彼らは更に言った。「行って良い肉を食べ、甘い飲み物を飲みなさい。その備えのない者には、それを分け与えてやりなさい。今日は、我らの主にささげられた聖なる日だ。悲しんではならない。主を喜び祝うことこそ、あなたたちの力の源である。」
 8:11 レビ人も民全員を静かにさせた。「静かにしなさい。今日は聖なる日だ。悲しんではならない。」
 8:12 民は皆、帰って、食べたり飲んだりし、備えのない者と分かち合い、大いに喜び祝った。教えられたことを理解したからである。

ルカによる福音書4章31～37節
4:31 イエスはガリラヤの町カファルナウムに下って、安息日には人々を教えておられた。
 4:32 人々はその教えに非常に驚いた。その言葉には権威があったからである。
 4:33 ところが会堂に、汚れた悪霊に取りつかれた男がいて、大声で叫んだ。
 4:34 「ああ、ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」
 4:35 イエスが、「黙れ。この人から出て行け」とお叱りになると、悪霊はその男を人々の中に投げ倒し、何の傷も負わせずに出て行った。
 4:36 人々は皆驚いて、互いに言った。「この言葉はいったい何だろう。権威と力とをもって汚れた霊に命じると、出て行くとは。」
 4:37 こうして、イエスのうわさは、辺り一帯に広まった。
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　　生まれ故郷であるナザレの村の会堂で説教をされたイエス様は、ナザレの人たちが期待していたことを語りませんでした。「預言者は自分の故郷では歓迎されない」そう言われたイエス様は、異邦人の小さく貧しい者に福音を告げ知らせるために神様から遣わされたことを語りました。その結果、ナザレの人たちから反感を買い、がけから突き落とされそうになりました。しかし、イエス様は人々の間を通り抜けて十字架への道を歩まれたのです。
　　イエス様はナザレから北東に約50キロメートル離れたところにあるカファルナウムの町に来られました。このカファルナウムという町はイエス様がガリラヤで伝道活動に励まれる拠点とされた町と言われています。そのカファルナウムに入ってこれまでと同じように安息日に会堂で教えられたのです。そうするとイエス様の語る説教を聞いた人々は「非常に驚いた」のです。この「非常に驚く」という言葉には「びっくりたまげる」とか「呆然となる」という意味がありますので、ただ単に驚くというよりは「何だこの素晴らしい教えは」と腰を抜かすほどびっくりして激しく心が揺さぶられたということが起こったのです。「その言葉には権威があったからである」と32節には記されています。
　　すると、その会堂に悪霊に取りつかれた男がいて「ああ、ナザレのイエス、かまわないでくれ。我々を滅ぼしに来たのか。正体は分かっている。神の聖者だ。」と大声で叫びました。イエス様は「黙れ。この男から出て行け」とお叱りになると、悪霊は男から出て行ったのです。その様子を見ていた人々は皆驚いて「この言葉はいったい何だろう。権威と力とをもって汚れた霊に命じると、出て行くとは。」とお互いに言ってイエス様の噂が周りに広まって行ったのです。

2 　
　イエス様が手や足を使ったり、何か道具を使って悪霊を追い出したのではなく、ただ「黙れ。この人から出て行け」と叫んだだけで、悪霊を追い出したのです。イエス様の力、神様の力を思わされます。人々が驚くのも無理はありません。でも、人々の反応に一つ不思議なところがあるのも事実です。「この言葉はいったい何だろう」と人々は驚いて反応しています。普通だったら、「言葉だけで悪霊を追い出すなんて、この人はいったい何だろう」という反応をするのではないかと思うのです。例えば、私たちがすごいマジックをするマジシャンを見たとします。何か呪文を唱えたと思ったら、あっという間に瞬間移動するマジックを見せられたとしたら「このマジシャンはすごい！」とか「このマジックはすごい！」という風にそのマジシャンやマジックに驚くと思います。「このマジシャンが語る呪文の言葉はすごい！」とはならないと思うのです。
　でも、イエス様の悪霊を追い出す奇跡を見ていた人たちはイエス様そのものよりも、イエス様の語る言葉に驚いたのです。「この言葉はいったい何か」と。イエス様はただ「黙れ。この人から出て行け」と叱っただけです。何も特別なことはおっしゃっていません。でも、人々はイエス様が語るその言葉に驚いたのです。なぜか、それが「権威と力をもって汚れた霊に命じると悪霊が出て行った」からです。権威と力。つまりイエス様の言葉には権威があるというのです。先ほどの32節にも「その言葉には権威があったからである」と記されています。悪霊を追い出す言葉だけでなくて、会堂で説教をされるその言葉にも権威があるのです。それゆえに聞いた人々は大変驚くのです。
　では、権威とはいったい何でしょうか。それを考えるにあたり助けになる御言葉があります。マタイによる福音書7：28～29です（12頁）。
「イエスがこれらの言葉を語り終えられると、群衆はその教えに非常に驚いた。
 　彼らの律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである。」
　これは山上の説教の締め括りの言葉です。「心の貧しい人々は幸いである」の言葉で始まる山上の説教をずっと聞いていた人たちは「非常に驚く」のです。この「非常に驚く」の言葉は今日の箇所ルカ4：32の「非常に驚いた」と同じ単語です。イエス様の山上の説教を聞いていた人たちはカファルナウムの会堂でイエス様の説教を聞いて言葉による悪霊の追い出しを見ていた人たちと同じように「何だこの言葉は！「この素晴らしい教えはなんだ」と腰を抜かすほどびっくりして激しく心が揺さぶられたのです。
　その理由は「彼らの律法学者のようにではなく、権威ある者としてお教えになったからである」と記されています。律法学者には権威がない、でもイエス様には権威があるというのです。律法学者はその名の通り律法の専門家です。律法についての知識は自他ともに認める豊富なものです。私たち、その道のプロの事をその道の権威といいますから、むしろ律法学者こそ、律法のプロ、律法の権威であり、律法学者にこそ権威がありそうなものです。でも、聖書はそうではないというのです。
　律法学者は律法、つまり旧約聖書の知識には長けています。どこどこの個所にこう書いてある。この箇所で神は民にこう言われたと聖書の知識は素晴らしいのです。そして彼らは神について語ることは素晴らしいのです。神について語る言葉には長けているのです。神について語るのです。知識として神について語るのです。
　一方のイエス様はどうだったかと言うと、山上の説教を思い浮かべればわかると思います。「心の貧しい人々は幸いである、天の国はその人たちのものである。敵を愛しなさい。こう祈りなさい。思い煩うな。まず神の国と神の義を求めよ。求めなさい。そうすれば与えられる。」など神様の愛を語るのです。それは神を語ると言えます。イエス様は神を語るのです。
神について語ると神を語る、似ていますが全然違います。神について語るは神様はこう言う方なのですと知識として語るということです。しかし、神を語るということは神そのものを語るのです。ですからその人が神を知り神と深い交わりがないと語れないのです。それはまるで神様ご自身が語っているかのように、今ここに神様がおられるという、決して知識ではなくて臨在であり神様がいかに私たちを愛して下さっているかという神様の思いを語るのです。イエス様が権威ある言葉で神様を語る。今ここで神様が生きて働いておられる、私たちを愛して下さっている、だからこそ聞いている人々は「何だこの言葉は！」「この素晴らしい教えはなんだ」と腰を抜かすほどびっくりして激しく心が揺さぶられたのです。言い換えれば彼らは「神と出会い、神を見た」のです。そこで「神と出会い、神を見た」のです。神様との出会いを経験したからこそ激しく心が揺さぶられたのです。
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今日から3月に入りました。早いもので今年度もこの一月で終わり、来月からは2026年度が始まります。今年度私たちの教会では新たな試みとして第5主日に「トキメキ礼拝」と「教会マルシェ」を始めました。昨日の「信徒の友」の「日毎の糧」でも祈りの課題としてそのことを記しました。「信徒の友」を読んだ全国の諸教会や個人の方が諏訪教会の事を覚えて、「トキメキ礼拝」「教会マルシェ」の取り組みを覚えて、一人でも多くの方が教会に導かれて救いに導かれるように祈ってくださったことだと思います。早速に寄せ書きでお便りを下さった福岡県の教会があります。恐らく今週来週と全国からお便りを寄せてくださるのではないかと思います。そのメッセージに私たちのような小さな教会は励まされるのです。
今月22日に第4回目のトキメキ礼拝と教会マルシェが行われます。今祈りつつ準備を進めているところです。皆さん過去の分も含めてチラシを御覧になられたことがあると思います。そのチラシには「第〇回　トキメキ礼拝」と大きく書いてあり、その下に「聖書は何を語る？」と書かれているのです。「聖書は何を語る？」これって考えれば不思議な言葉なのです。一般的な本であれば「本は何を語る」とは言いません。「本について語る」と言います。でも教会は反対で「聖書について何を語る？」ではないのです。「聖書は何を語る？」なのです。あるいは「聖書が何を語る？」でもいいかもしれません。それってどういうことなのでしょうか。
私は桃山学院大学というキリスト教主義の大学で学び、社会人を経験してから、東京神学大学で学びました。桃山学院大学でキリスト教学の授業がありました。当時、まだ教会に行ったこともなくキリスト教の事も全くと言っていいほど知らなかった私にとってキリスト教学の授業は興味の持てるものではありませんでした。先生がただひたすらに聖書を読んで聖書について解説をするという授業でした。アブラハムという人はこうこうこう言う人で、ダビデという人は、イエスというのは、一方的に聖書について語る授業は退屈そのものでした。知識として語られる聖書は自分には関係がないと思っていたからです。
その後、私は人生に思い悩み自ら聖書を読み、大学のチャペルで聖書のお話を聞きました。司祭さんは聖書を語りました。聖書についての知識を語ったのではありません。聖書を語られたのです。それは、神様を、イエス様を語られたのです。「今泣いている人々は、幸いである、あなたがたは笑うようになる。」（ルカ6：21）この説教を聞いた私は心が震えました。涙があふれてきました。「今心が塞ぎ悲しみで泣いているのは自分のことだ。今泣いているからこそ笑える時が来るんだ。」これは自分の事なんだ。そこで私は神様と出会ったのです。イエス様と出会ったのです。
聖書を語る。聖書は何を語るか？聖書が私たちに語りかけてくるのです。聖書は私たちに語りかけてくる。それを共に耳を傾けて聞くのが礼拝なのです。礼拝は聖書について語るのではありません。聖書と言うのは旧約と新約があって、旧約聖書は創世記から始まって、新約聖書はマタイによる福音書から始まってというふうに聖書について語っているいるのではないのです。あるいはイエス・キリストについての知識を語っているのでもないのです。
今日私たちに与えられている聖書箇所が今私たちに何を語りかけているのか、礼拝で説教を語る牧師ももちろんそうですし、聖書が語りかけていることを共に祈りつつ心を静めて耳を傾けて聞くのです。聖書が語るのは神様が私たちに語られるから、イエス様が私たちに語られるから、だからこそ、礼拝で私たちは神様と出会い、イエス・キリストと出会うのです。イエス様と出会って、イエス様の十字架と復活の愛に私たちの魂が揺さぶられるのです。こんな罪深い私のためにイエス様は十字架にかかって死んでくださった。人を愛せない、人を赦すことができない、こんな私の罪を贖うためにイエス様は十字架上で血を流して苦しんで死んでくださり、死から甦られて、永遠の命の希望を私に与えてくださっている。礼拝の中でイエス様と出会うことで私たちに魂は激しく揺さぶられるのです。これは私の事だと。神様が、イエス様が私に語りかけてくださっているんだ。聖書が私に語りかけているんだ。そのことが私たちは礼拝を通して示されるのです。今ここで私たちはイエス・キリストと出会っているのです。その恵みを私たちは主の日の礼拝ごとに経験しているのです。だからこそ、私たちはたとえ困難な中にあっても、主にある喜びに生きて行くことができるのです。
新しい一週間も、そして新しい年度も私たちは主にある喜びに生きて行きましょう。共に十字架と復活の主を見上げて歩んでいきましょう。
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